
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

1,167,312 1,746,626 1,040,000 1,040,000

0 0 0 0

637,156 873,313 520,000 520,000

0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・行どおり事業を実施し、県管理道路の適正な維持管理に努める。

目標に対
する成果
の状況

・除雪計画に基づき除雪を実施することにより冬期間の安全・円滑な交通の確保が出来た。

 概算事業費（B（A）+C） 1,804,468 2,619,939 1,618,923 1,560,000

- -

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

Aの
財源

2,619,939 1,618,923

概　算
人件費

18.23 27.64 18.17 18.17

-

1,804,468 2,619,939 1,618,923

-

0 0 58,923

0 0

当初予算 1,560,000

補正予算 244,468 1,059,939 58,923

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

除雪業務 委託他
積雪地域内2,844kmの冬期の交通を確保するために
除雪事業を実施した

1,560,000 1,618,923 1,560,000

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

雪寒法　S47.1.10建設省機発496号等

課・室 道路管理課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

・除雪体制を整え、冬期間の地域における産業振興や安全かつ円滑な道路交通の確保を図る。
・現状の除雪水準を保ち、冬期間の安全かつ円滑な道路交通を確保する。

・除雪業務を担ってきた地元建設業者からはオペレーターの確保や機械の保有、更新が困難という声も聞かれ、除雪体制の確保、充実に
向け検討をさらに進める必要がある。
・歩道除雪については、地域との協働により除雪体制を整備する等の検討を行う必要がある。
・道路の除雪及び凍結防止剤散布作業　（補助率：【国】2/3、【県】1/3）

成果目標の達成状況

項目

事業番号 11 03 07 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 除雪費 担
当
課

部局 建設部

５－２　暮らしを支える道路網の整備 実施期間 S31 ～

県が関与
する理由

・現状の除雪レベルを保つ除雪計画を作成し、冬期間の安全かつ円滑な道路交通の確保を図る。
・地域特性、交通状況、道路状況等を勘案し、重点区間及び一般区間を設定のうえ、新たな積雪が概ね10～15ｃｍに達した場合を一
次除雪出動基準とし、原則として通勤通学時間帯前までに一次除雪の完了に努める。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

合計 1,560,000 1,618,923 1,560,000

1,560,000 1,560,000 1,560,000

0

合計（A) 1,804,468 1,560,000

27年度 28年度


